











For Learning an Important Point of Goal Setting and the Instruction 
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立.萌究のまとめと今後の展望
1.研究のまとめ
本研究は，学習が難しい肢体不自由児童生徒が着実に学力を積み重ねていくために，指導の重点化を
図る手続きを各教科等の特質に沿って明らかにしたものである。特別な教育的ニーズ、のある児童生徒一
人一人の学びを保障することとは，指導者が何を教えたかではなく，児童生徒にどのような力がついた
のか，何ができるようになったのかを，桐が丘L字型構造の縦軸と横軸である，教科等の側面と一個人
としての側面の双方から了寧に見取り，それらを踏まえて次の学習を組み立てていくことである口その
具体的な取組として，各教科等において，つまずきや学習のしにくさの傾向を踏まえ，教科等において
指導する事項の系統の整理，及びつけたい力の明確化を図り，その力を身に付けさせるために指導臣標・
指導内容を焦点化する手続きを整備した。研究は未だ道半ばではあるが，教科等ごとに基軸を作成・活
用できたことは，根拠を明確にして指導の重点化を図ること，及び教科や発達の系統に沿い見通しを持
った指導を行うことに大いに寄与したと考える。また，教科等によっては校内の取組に止まらず，連携
研究連携研究協力校として複数の特別支援学校において当校の考え方を使用していただき，指導実践に
活用するための検証を深めることができた。本研究は多くの事例を積み重ねることで意味を成すもので
ある。今後も当校で、の実践を着実に積み重ねつつ，他の特別支援学校や普通学校との連携協力を進めて
いく必要がある白
2.今後の展望
平成 29年4月に次期学習指導要領が告示されたことにより，本研究の成果を活かして次期学習指導要
領に沿った指導を展開するために取り組むべき研究内容が明らかになった。
一点目は，教科横断的な視点を意図的に取り入れることである。次期学習指導要領のポイントとして，
各学校におけるカリキュラム・マネジメントの確立が謡われており，具体的には，教科等の目標や内容
を見渡し，特に学習の基盤となる資質・能力(言語能力，情報活用能力，問題発見・解決能力等)や現
代的な諸課題に対応して求められる資質・能力の育成のためには，教科等横断的な学習を充実する必要
があると示されているD 本研究は，対象教科及び対象児童生徒を着実に増やしながら進めてきたもので
あるが，今後は教科等の枠に留まらず，教科等で身に付けた力を他の場面においてつなげたり活用した
りすることのできる学習場面を意図的に設定したり， 日常生活において意識的につなげて捉えたりする
視点を指導者側がまずは持つことが求められる。教科等ごとに研究に取り組んでいる組織自体を見直す
必要もあろう。
二点目は，知的障害を併せ有する肢体不自由児への教科指導を行う擦の手続きを再整備することであ
る。次期学習指導要領は知的障害のある児童生徒のための各教科において，各学部や各段階，幼稚閣や
小学校，中学校とのつながりに留意して中学部に段階が新設され，さらに，各段階に目標が設定され，
段階ごとの内容を充実させている。これまで以上に各教科において系統性を踏まえた指導を行うに当た
札下学年適用の児童生徒への教科指導について取り組んできた研究内容について，知的樟害のある児
童生徒のための各教科とのつながりを整理・検討する取組が求められる。
三点目は，学習評価の充実を図ることである。各教科における児童生徒の学習状況を分析的に捉える
観点別学習状況の評価が自標準拠評価として実施されるようになって久しい。次期学習指導要領におい
ては，その観点が学力の 3要素である f知識及び技能Jr思考力・判断力・表現力等Jr主体的に学習に
取り組む態度Jに改められることとなった。通常学校の取組を参考にしつつ，きめの細かい学習指導の
???
充実と児童生徒一人一人の学習内容の確実な定着を目指し，肢体不自由児童生徒に対する学習評価の在
り方のモデ、ルを示すことが課題となる。知的障害を併せ有する校体不自由児に対する観点別学習状況の
評価の在り方の研究にも当然取り組むこととなる。
これらの課題は校内において検討・整備を進めつつ，研究のまとめにも述べたように，全国の肢体不
自由児童生徒の深い学びを保障するためには，他校の特別支援学校等に協力を仰ぎ，肢体不自由教育に
関わる指導者が手を取り合って進めていきたいと考える。
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